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SV2C; KIAA1054; Synaptic vesicle glycoprotein 2C
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：神経細胞と内分泌細胞における調節分泌の制御に関与し、選択的に低周波の神経伝達を増強する。容易に放出可能な分泌小胞プールを維持することにより、小胞融合を正に制御する。,PTM：N-グリコシル化されている。,類似性：主要促進因子スーパーファミリーに属する。,細胞内局在：小型シナプス小胞と副腎ミクロソームに豊富に存在し、クロマフィン顆粒には存在しない。膵臓のインスリン分泌細胞において、インスリン顆粒とシナプス様微小小胞の両方と関連する。,サブユニット：カルシウム依存的にSYT1と相互作用する。,機能：神経細胞と内分泌細胞における調節分泌の制御に関与し、選択的に低周波の神経伝達を増強する。分泌小胞の放出しやすいプールを維持することにより、小胞融合を正に制御する。,PTM：N-グリコシル化。,類似性：主要促進因子スーパーファミリーに属する。,細胞内局在：小型シナプス小胞および副腎ミクロソームに豊富に存在し、クロマフィン顆粒には存在しない。膵臓のインスリン分泌細胞において、インスリン顆粒およびシナプス様微小小胞の両方と関連する。,サブユニット：カルシウム依存的にSYT1と相互作用する。,
	研究分野
	ECM-受容体相互作用;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	SV2Cポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

